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学び場を選べるようになる 

第１章 



例１ 

小学校入学前にも 



地域で決められた学校に行く。 



幼稚園・保育園の多様なあり方 

と小学校とのギャップ。 



多様な学び場から選べる。 



自分にふさわしい学びを選べる。 



多様な学び場の例（１） 

フリースクール シュタイナー教育 



サドベリースクール フレネ教育 

多様な学び場の例（２） 



多様な学び場の例（３） 

インターナショナル 

スクール 
ブラジル学校 



多様な学び場の例（４） 

ホームエデュケーション 



例２ 

通っている学校が合わなかったら 



がまんして学校に行っていた。 



不登校になることも。 



自分に合った方法を考えられる。 



多様な学び場の例 

フリースクール シュタイナー教育 サドベリー教育 フレネ教育 

ブラジル学校 インターナショナル 
スクール 

ホーム 
エデュケーション 

たとえば・・・ 



いろいろな道があるので、 

追いつめられない。 



多様な学び保障法のしくみ 

第２章 



例１ 
 

多様な学び場に通いたい場合 

 



①話し合う・学び場を相談する。 

 



②学習支援センターでも情報を得られる。 



③多様な学び場から選ぶ。 



④届出をする。 

自治体 



⑤自治体は学習支援金を出す。 

自治体 

多様な学び場 

※家庭に代わって代理受領 



例２ 

 

ホームエデュケーション 

を選んだら 

 



①話し合う。 



②届出をする。 

自治体 



③自治体は学習支援金を出す。 

自治体 

 家庭 



④学習支援センターの支援も受けられる。 



どんな変化があるか 

第３章 



その１ 

財政面の変化 



多様な学び場等 税金（学校） 

家庭の負担が大きい。 



通学定期・学生割引が適用。 



家庭の費用負担が減る。 



その２ 

卒業資格 



多様な学び場では卒業資格が出せなかった。 



多様な学び場の卒業にあたる資格が出る。 



その３ 

学校に行ってない子どもの変化 



人の目が気になる・外に出にくい 



自己否定感が強くなる。 



気持ちが安定→自己肯定感 



色々なことに取り組みやすい 



その４ 

学校の変化 



先生「学校に来なさい」 



先生「学びは学校だけではありません。」 



先生「休むことも大事ですよ。」 



二重籍の問題 



二重籍の問題の解消 



多様法が社会を変える 

まとめ 



不登校はよくないという風潮 



多様な価値観・人生観 



進学や就職で不利になることも。 



学歴だけではない価値観 



子どもにも親にとっても、安心な社会 



社会のしくみが変わることで 

多様な学び・育ちを選びやすくなる。 
 

 

子ども達が自分らしく、 
学び、成長できる社会に。 
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